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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物躯体に立設された支柱と、
　前記建物躯体と前記支柱との少なくとも一方に固定された下枠と、
　前記下枠の上方位置に前記下枠と間隔を開けて配置され、前記建物躯体と前記支柱との
少なくとも一方に固定された上枠と、
　前記下枠と前記上枠とに上下を挟まれ、両枠の延在方向に沿って延在されたパネルユニ
ットと、
を備え、
　前記下枠は、前記パネルユニットの下端部が嵌め込まれた下溝部を有するとともに、前
記上枠は、前記パネルユニットの上端部が嵌め込まれた上溝部を有し、
　前記支柱は、補強材を有し、
　前記補強材は、上部が前記上枠に固定され、
　前記上枠は、長板状の笠木ベースと、この笠木ベースを覆う手摺笠木とを備え、
　前記補強材は、前記笠木ベースを貫通して前記笠木ベースの上側に突出した固定用片を
備え、この固定用片と前記笠木ベースとがブラケットを介して固定され、
　前記手摺笠木は、前記固定用片および前記ブラケットを含んで、前記笠木ベースを覆っ
ている手摺。
【請求項２】
　請求項１に記載の手摺において、
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　前記補強材は、金属製の帯材であり、この帯材の幅方向を前記パネルユニットの延在方
向の直交方向に向けるとともに、前記帯材の厚さ方向を前記パネルユニットの延在方向に
向けて設置されている手摺。
【請求項３】
　請求項２に記載の手摺において、
　前記補強材は、表面メッキ処理鋼である手摺。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の手摺において、
　前記補強材は、化粧材に覆われている手摺。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の手摺において、
　前記補強材は、下部に前記建物躯体との固定部を有する手摺。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の手摺において、
　前記上枠は、前記建物躯体と前記支柱とにブラケットを介して固定されている手摺。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、手摺および建物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建物のベランダやバルコニーに手摺が設けられることがある。このような手摺の構造と
して、建物躯体に支柱を立設し、この支柱および建物躯体でパネルユニットを支持した手
摺が知られている（例えば、特許文献１、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５３３００３２号公報
【特許文献２】特許第５３５７４３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の手摺にあっては、支柱によりパネルユニットや、パネルユニット
の上下を支持するや上枠および下枠を支持する構造であるため、支柱の剛性の確保に苦慮
しており、かつ、その剛性確保のため支柱の大型化を招き、意匠性が悪化していた。
【０００５】
　本開示は、支柱の大型化を抑えつつ、手摺の剛性確保が可能な手摺およびこの手摺を備
えた建物を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するため、本開示の手摺は、
建物躯体に立設された支柱と、
前記建物躯体と前記支柱との少なくとも一方に固定された下枠と、
前記下枠の上方位置に前記下枠と間隔を開けて配置され、前記建物躯体と前記支柱との少
なくとも一方に固定された上枠と、
前記下枠と前記上枠とに上下を挟まれ、両枠の延在方向に沿って延在された複数のパネル
ユニットと、
を備え、
前記下枠は、前記パネルユニットの下端部が嵌め込まれた下溝部を有するとともに、前記
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上枠は、前記パネルユニットの上端部が嵌め込まれた上溝部を有し、
前記支柱は、補強材を有している手摺とした。
【０００７】
　ここで、前記補強材は、金属製の帯材であり、この帯材の幅方向を前記パネルユニット
の延在方向の直交方向に向けるとともに、前記帯材の厚さ方向を前記パネルユニットの延
在方向に向けて設置されていると好ましい。
  また、前記補強材は、表面メッキ処理鋼であると好ましい。
  さらに、前記補強材は、化粧材に覆われていると好ましい。
  そして、前記補強材は、上部が前記上枠に定部されていると好ましい。
  また、前記補強材は、下部に前記建物躯体との固定部を有すると好ましい。
  さらに、前記上枠は、前記建物躯体と前記支柱との少なくとも一方に対してブラケット
を介して固定されていると好ましい。
  そして、前記上枠は、長板状の笠木ベースと、この笠木ベースを覆う手摺笠木とを備え
、
前記補強材は、前記笠木ベースを貫通して前記笠木ベースの上側に突出した固定用片を備
え、この固定用片と前記笠木ベースとが前記ブラケットを介して固定され、
前記手摺笠木は、前記固定用片および前記ブラケットを含んで、前記笠木ベースを覆って
いると好ましい。
  また、前記パネルユニットは、パネル体と、前記パネル体の水平方向両側縁部に取り付
けられた縦框と、前記パネル体の上縁部に取り付けられ、長手方向両端部が前記縦框に固
定された上框とを有していると好ましい。
  あるいは、前記パネルユニットは、上框および下框と、前記縦桟としての左右の縦框を
四周に組んだ框枠体の内周にパネル体が装着されていると好ましい。
  さらに、前記パネル体は、ガラスパネルであると好ましい。
  そして、本開示の建物は、上記した本発明の手摺を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示の手摺は、支柱の補強材と、パネルユニットとが手摺の剛性に寄与するため、支
柱の大型化を抑えつつ、手摺の剛性確保が可能である。
  また、補強材が金属製の帯材であり、幅方向を前記パネルユニットの延在方向の直交方
向に向けるとともに、厚さ方向をパネルユニットの延在方向に向けて設置されたものでは
、手摺のパネルユニットの直交方向の荷重に対する剛性を補強材により確保することがで
きる。
  さらに、帯材が表面メッキ処理鋼のものは、中空鋼を用いるものと比較して、錆のリス
クを軽減できる。
  そして、補強材が化粧材に覆われているものは、外観品質を向上できる。特に、上記の
ように補強材を帯材により形成したものでは、外観品質向上効果が高い。
  また、補強材の上部が上枠と固定されているものは、上枠との結合により、さらに手摺
の剛性向上を図ることができる。
  そして、上枠の笠木ベースと補強材の固定用片とがブラケットを介して固定され、固定
用片およびブラケットを含む笠木ベースを手摺笠木が覆っているものでは、この結合部を
手摺笠木で隠すことで、外観品質が向上する。
  また、補強材が、下部に建物躯体との固定部を有するものでは、建物躯体との結合強度
が高く、手摺の剛性向上を図ることができる。
  さらに、上枠が、建物躯体と支柱とに対してブラケットを介して固定されているもので
は、上枠と建物躯体および支柱との結合強度を確保して、手摺の剛性をさらに向上させる
ことができる。
  そして、パネルユニットが、パネル体と、縦框と、上框とを有しているものでは、パネ
ル体の縦框、上框とが、手摺の鉛直方向の剛性に寄与し、さらに、手摺の剛性を確保可能
となる。



(4) JP 6918590 B2 2021.8.11

10

20

30

40

50

  さらに、パネルユニットが、四周に組んだ框枠体の内周にパネル体が装着されたもので
は、パネルユニットによる手摺の鉛直方向の剛性をさらに確実に確保可能となり、手摺の
剛性をさらに向上することが可能となる。
  また、パネル体がガラスパネルであるものでは、手摺の内側の明るさを確保できるとと
もに、防犯性を高めることができる。加えて、パネルユニットの剛性を確保することで、
さらに手摺の剛性を確保することが可能となる。
  本開示の建物は、上記の効果を奏する手摺を有した建物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】実施の形態１の手摺を備えたユニット建物を示す概略斜視図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示すユニット建物を出隅部側から見た部分拡大斜視である。
【図２】実施の形態１の手摺を備えたユニット建物においてバルコニーが設けられた建物
ユニットの骨組構造体の概略斜視図である。
【図３】前記建物ユニットのバルコニー部分の断面図であって、図１ＡのＳ３－Ｓ３線の
位置での断面を示す。
【図４】図３のＳ４－Ｓ４線での断面を示す断面図である。
【図５】図４のＳ５－Ｓ５線での断面を示す断面図である。
【図６】図４の一点鎖線Ｋ６により囲む部分を拡大した拡大断面図である。
【図７】実施の形態１の手摺を示す側面図である。
【図８】実施の形態１の手摺の下枠の部分を示す拡大断面図であって、図４のＳ８－Ｓ８
線での断面を示す。
【図９】実施の形態１の手摺の上枠の部分を示す拡大断面図であって、図１１のＳ９－Ｓ
９線の位置での断面を示す。
【図１０】実施の形態１の手摺の上枠の部分を示す拡大断面図であって、図１１のＳ１０
－Ｓ１０線の位置での断面を示す。
【図１１】実施の形態１の手摺を示す断面図であって、笠木ベースを上方から見た状態を
示す。
【図１２】実施の形態１の手摺を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本開示の実施の形態を図面に基づいて説明する。
［実施の形態１］
  まず、本開示の実施の形態１の手摺ＨＲを備えたユニット建物ＵＢについて説明する。
  ＜ユニット建物の構成＞
  図１Ａは実施の形態１の手摺ＨＲを備えたユニット建物ＵＢの概略斜視図、図１Ｂは図
１Ａのユニット建物ＵＢを出隅部Ｃ１側から見た部分拡大斜視である。
  図１Ａに示したユニット建物ＵＢは、複数の建物ユニット１Ａ～１Ｇを水平方向および
縦方向（上下方向）に並設することにより構築されたものである。この複数の建物ユニッ
ト１Ａ～１Ｇのうち建物ユニット１Ａ～１Ｄは、１階に配置されて水平方向に隣り合うも
のどうしで相互に固定されている。なお、各建物ユニット１Ａ～１Ｇは、同様の構成であ
るため、建物ユニット１Ａ～１Ｇのうち、特定のものを指さない場合は、単に建物ユニッ
ト１と表記する。
【００１１】
　建物ユニット１Ａ～１Ｇのうち建物ユニット１Ｅ～１Ｇは、２階に配置され、１階の建
物ユニット１Ｂ～１Ｄの上に固定されているているとともに、水平方向に隣り合うものど
うしでも相互に固定されている。また、出隅部Ｃ１に配置された建物ユニット１Ａの上に
は、バルコニーＢＬが設けられ、このバルコニーＢＬの外周縁部に、本開示の手摺ＨＲが
設けられている。
【００１２】
　＜建物ユニットの構成＞
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  次に、建物ユニット１の骨組構造について、出隅部Ｃ１に配置された建物ユニット１Ａ
を代表として、図２に基づいて簡単に説明する。なお、図２は、バルコニーＢＬが設けら
れた建物ユニット１Ａの骨組構造体２の概略斜視図である。
  建物ユニット１Ａは、図２に示す骨組構造体２を有する。この骨組構造体２は、四隅に
配設した４本の柱材３と、妻側に配置された柱材３，３の下端どうしを連結する下妻梁（
図示せず）と、桁側に配置された柱材３，３の下端部どうしを連結する下桁梁（図示せず
）とを有する。また、骨組構造体２は、妻側に配置された柱材３，３の上端部どうしを連
結する一対の上妻梁４，４と、桁側に配置された柱材３，３の上端部どうしを連結する一
対の上桁梁５，５を有する。なお、一対の上桁梁５，５の間には、図２では不図示の天井
根太１１（図３参照）が複数架け渡されている。
【００１３】
　骨組構造体２の上妻梁４，４および上桁梁５，５で囲まれる部分には床支持フレーム６
が設けられている。この床支持フレーム６は、一対の上桁梁５，５に沿って長手方向両端
部までそれぞれ延びる一対の垂木受梁７，７と、この垂木受梁７，７に架け渡された複数
の垂木８とを有する。なお、垂木８の長手方向両端部は、木ねじなどの根太固定手段（図
示せず）で垂木受梁７，７にそれぞれ固定されている。
【００１４】
　また、垂木受梁７，７は、上桁梁５に支持されている。なお、垂木受梁７は、上桁梁５
及び垂木受梁７を貫通するボルト９と、このボルト９の先端部に螺着されたナット１０に
より、上桁梁５に締め付け固定されている。
【００１５】
　＜バルコニーの構成＞
  次に、建物ユニット１Ａの上面に設けられたバルコニーＢＬについて説明する。
  バルコニーＢＬは、図１Ａ、図１Ｂに示すように、建物ユニット１Ａの上面に設けられ
たバルコニー床部材１２と、建物ユニット１Ａの外周縁部に設けられた手摺ＨＲとを有す
る。なお、バルコニー床部材１２は、塩化ビニル鋼鈑製などを重ねて形成されている。
【００１６】
　＜手摺の構成＞
  次に、実施の形態１の手摺ＨＲの構成について説明する。
  図３は、建物ユニット１ＡのバルコニーＢＬ部分の断面図（図１ＡのＳ３－Ｓ３線の位
置での断面）であって、実施の形態１の手摺ＨＲは、支柱２０と下枠３０と上枠４０とパ
ネルユニット５０とを備える。
【００１７】
　まず、支柱２０について説明する。
  支柱２０は、建物躯体としての四角角筒形状の支持フレーム６０に、水平方向に所定の
間隔で複数立設されている。なお、支持フレーム６０は、床支持フレーム６の外周で上か
ら見てＬ字を成して配置された垂木受梁７および垂木８の上に沿って設けられている。
【００１８】
　支柱２０は、図３のＳ４－Ｓ４線での断面を示す図４の断面図、図４のＳ５－Ｓ５線で
の断面を示す図５の断面図に示すように、補強材２１と、支柱化粧材２２を備えている。
  補強材２１は、鉄、鋼などの金属により形成され、表面メッキ処理が施された矩形帯状
の帯材により形成されている。なお、この表面メッキ処理は、他のアルミ製の部材との接
触による腐食防止のためである。
【００１９】
　そして、補強材２１は、その厚さ方向を手摺ＨＲおよびパネルユニット５０の延在方向
に沿う方向に向けるとともに、帯状の幅の方向を建物内外方向に向けて設置されている。
この補強材２１の建物ユニット１Ａへの設置は、図５に示すように、補強材２１の下端部
に、Ｌ字断面状に水平方向に折曲された固定部２１ａの下面を支持フレーム６０の上面に
当接した状態で、ボルト、螺子、ビスなどによる締結、あるいは溶接により支持フレーム
６０に固定されている。
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  また、図４に示すように、補強材２１の建物内方の端部には、支柱固定金具２３が取り
付けられている。
【００２０】
　支柱化粧材２２は、アルミなどの金属板製であり、図４および図５に示すように、補強
材２１の図４において左右および建物内方（矢印ＩＮ方向）の３面を囲むように、上方か
ら見てコの字状の断面形状に形成されている。すなわち、支柱化粧材２２は、一対の側片
２２ａ，２２ｂと、両側片２２ａ，２２ｂの建物内方の端部どうしを一体に連結する連結
片２２ｃとにより、コの字断面形状に形成されている。
【００２１】
　この支柱化粧材２２の固定は、水平方向の固定は、後述する嵌合部９０による縦框５１
ａとの係合により行っている（図６参照）。また、支柱化粧材２２の鉛直方向の固定は、
下端を支持フレーム６０および補強材２１に当接し（図５参照）、上端を後述の上枠４０
の笠木ベース４１の下面に当接させて鉛直方向の移動を規制した状態で（図１０参照）、
笠木ベース４１の上からビス（不図示）を用いて固定することにより行っている。なお、
補強時２１には、支柱化粧材２２の内面に当接してガタ付を防止するための樹脂製のスペ
ーサ２３が取り付けられている。
  また、支柱化粧材２２の側片２２ａ，２２ｂの建物外方（矢印ＯＵＴ方向）の先端部（
図４の一点鎖線Ｋ６により囲む部分）には、図６に拡大して示すように、後述する嵌合部
９０を構成する嵌合爪２２ｄ，２２ｅが形成されている。
【００２２】
　＜下枠、上枠の構成＞
  次に、下枠３０と上枠４０とについて説明する。
  下枠３０は、前述した図３および手摺ＨＲの側面図である図７に示すように、支持フレ
ーム６０の上面に沿って設けられている。
  したがって、下枠３０は、図１２に示すように、バルコニーＢＬの外周縁に沿ってＬ字
状に配置されている。
【００２３】
　また、上枠４０は、図７に示すように、下枠３０の上方位置に、下枠３０と間隔を開け
て配置されている。これら下枠３０と上枠４０とにより上下に挟まれて前述したパネルユ
ニット５０が支持されている。
【００２４】
　図３に戻り、下枠３０は、外側下枠材３１と内側下枠材３２とを備えている。
  図８は、この下枠３０の部分の拡大断面図であり、外側下枠材３１は、支持フレーム６
０の上面および建物外方面に沿うＬ字片部３１ａと、パネルユニット５０の下端部であっ
て後述する下框５１ｃの建物外方を覆うカバー部３１ｂとを備える。そして、Ｌ字片部３
１ａが、下面材７０とともに、螺子３３により建物躯体としての支持フレーム６０に固定
されている。なお、下面材７０は、図３に示すように、垂木受梁７および支持フレーム６
０の建物外方面を覆っている。
【００２５】
　内側下枠材３２は、図８に示すように、支持フレーム６０の上面および建物内方面を覆
って設けられている。そして、支持フレーム６０の建物内方面に沿って垂下された支持片
３２ａが、螺子３４により建物躯体としての支持フレーム６０に固定されている。なお、
内側下枠材３２は、支柱２０の設置箇所には、図４に示すように、上方から見てコの字状
の切欠部３２ｃが建物の内外方向に形成されている。そして、切欠部３２ｃの縁部に樹脂
キャップ３５が装着され、この樹脂キャップ３５は、支柱２０の支柱化粧材２２の外周面
に当接されている。
【００２６】
　図８に戻り、外側下枠材３１のカバー部３１ｂと、内側下枠材３２との間には、建物内
外方向に間隔を開けて下部挟持溝３６が形成されている。この下部挟持溝３６は、支持フ
レーム６０に沿って、すなわち、バルコニーＢＬの建物外方の端縁部に沿って延在されて
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いる。そして、この下部挟持溝３６にパネルユニット５０の下端部であって後述する下框
５１ｃが挿入されて、パネルユニット５０の下端部の建物内外方向への移動が規制されて
保持されている。なお、図８では、概略のみ示すが、外側下枠材３１の建物内方側端部と
、内側下枠材３２の建物外方側端部とには、差し込み片が溝に差し込まれた差込部３７が
設けられている。この差込部３７は、支柱２０の位置で切欠かれているため、想像線によ
る表記としている。
【００２７】
　なお、図１２に示すように、下枠３０は、上方から見てＬ字状に配置されており、その
コーナ部において、外側下枠材３１と内側下枠材３２とのそれぞれの端縁部が突き合わさ
る箇所は、帯状の下枠出隅カバー３８により上方から覆われている。
【００２８】
　上枠４０は、図９に示すように、笠木ベース４１と手摺笠木４２とを備えている。
  笠木ベース４１は、バルコニーＢＬの外周縁に沿うよう上方から見てＬ字状に形成され
、その両端が、それぞれ、建物ユニット１Ｅ、１Ｇ（図１参照）に固定され、中間部が支
柱２０に固定されている。
【００２９】
　また、笠木ベース４１は、図９に示すように、略水平に配置された薄板状のベース部４
１ａと、このベース部４１ａの建物外方（矢印ＯＵＴ方向）の端部に上方に凹んだ上部挟
持溝４１ｂが形成されている。そして、この上部挟持溝４１ｂにパネルユニット５０の上
端部であって後述する上框５１ｂが挿入されて、パネルユニット５０の上端部の建物内外
方向および上方への移動が規制されて保持されている。
  さらに、笠木ベース４１は、手摺笠木４２と係合するベース側係合爪４１ｃ、４１ｄが
、笠木ベース４１の延在方向に沿って形成されている。このベース側係合爪４１ｃは、ベ
ース部４１ａから立ち上げられて形成されている。また、ベース側係合爪４１ｄは、上部
挟持溝４１ｂを形成する建物外方の端面から突設されている。
【００３０】
　手摺笠木４２は、笠木ベース４１を、上方、建物外方、建物内方から覆うもので、概略
樋を上下逆さまにした形状に形成されたもので、アルミなどの金属や樹脂により薄板状に
形成されている。
  そして、手摺笠木４２には、ベース側係合爪４１ｃ、４１ｄと係合する笠木側係合爪４
２ａ，４２ｂが形成され、これらを相互に係合することで手摺笠木４２が笠木ベース４１
に固定されている。
【００３１】
　次に、上枠４０と支柱２０との固定構造について説明する。
  この上枠４０と支柱２０とは、笠木ベース４１を支柱２０の補強材２１の上端部に設け
られた固定用片２１ｃに、固定用ブラケット４３を介して締結することで固定されている
。
【００３２】
　これを詳細に説明すると、補強材２１の上端部には、図９、図１０に示すように、その
一部を上方に延在させて略長方形の板状の固定用片２１ｃが形成されている。この固定用
片２１ｃは、笠木ベース４１のベース部４１ａに開口された穴（不図示）からベース部４
１ａを貫通してその上方に突き出されている。
【００３３】
　固定用ブラケット４３は、ベース側固定片４３ａと補強材側固定片４３ｂとにより断面
Ｌ字状に形成されている。そして、ベース側固定片４３ａを笠木ベース４１のベース部４
１ａの上面に沿わせた状態で、ベース側固定片４３ａが螺子４３ｃによりベース部４１ａ
に固定されている。また、補強材側固定片４３ｂを補強材２１の固定用片２１ｃに沿わせ
た状態で、補強材側固定片４３ｂがボルト４３ｄとナット４３ｅの締結により、固定用片
２１ｃに固定されている。以上の構成により、上枠４０は、支柱２０の補強材２１に対し
て固定用ブラケット４３を介して固定されている。
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【００３４】
　なお、図示は省略するが、笠木ベース４１の建物ユニット１Ｅ、１Ｇ側の端部も、固定
用ブラケット４３もしくは、同様のＬ字断面のブラケットを介して、建物ユニット１Ｅ、
１Ｇの柱材３などの構造材に対して固定されている。
【００３５】
　＜パネルユニットの構成＞
  次に、パネルユニット５０の構成について説明する。
  このパネルユニット５０は、図７に示すように、略正方形を成して四周に組まれた框枠
体５１と、この框枠体５１の内周に装着されたパネル体５２とを備える。
  なお、パネル体５２は、ガラス板により形成されている。
【００３６】
　框枠体５１は、図７に示すように、アルミなどの金属製の縦框５１ａ，５１ａと上框５
１ｂと下框５１ｃとを備える。
  縦框５１ａ，５１ａは、パネルユニット５０の水平方向両側縁部であって図７において
左右縁部に沿って取り付けられている。上框５１ｂは、パネルユニット５０の上縁部に沿
って取り付けられ長手方向両端部が縦框５１ａ，５１ａの上端部に螺子５３ａ（図１０参
照）により固定されている。下框５１ｃは、パネルユニット５０の下縁部に沿って取り付
けられ、長手方向両端部が縦框５１ａ，５１ａの下端部に螺子５３ｂ（図５、図１０参照
）により固定されている。
【００３７】
　縦框５１ａは、図４および図６に示すように、パネル体５２の外周縁部であって水平方
向（図７の左右方向）端縁部を建物内外方向から挟持可能なコの字状のパネル支持溝５１
ｄを備える。なお、パネル支持溝５１ｄには、キャップ材５２ａが装着されおり、パネル
体５２の外周縁をこのキャップ材５２ａに挿入し、挟持状態とする。
【００３８】
　さらに、図６に拡大して示すように、建物内方側の端面５１ｅから、一対の爪部５１ｆ
、５１ｆが形成され、かつ、爪部５１ｆと端面５１ｅとの間に、前述した支柱化粧材２２
の側片２２ａ，２２ｂに形成された嵌合爪２２ｄ，２２ｅと嵌合して嵌合部９０を形成す
る爪嵌合溝５１ｇが形成されている。
【００３９】
　すなわち、支柱２０は、パネルユニット５０の縦框５１ａが配置されている部位に設け
られている。また、支柱２０においてパネルユニット５０の水平方向であって手摺ＨＲの
延在方向の幅は、図１１、図１２に示すように、縦框５１ａの同方向の幅と略同寸法に形
成されている。したがって、建物外方からの視線に対し、支柱２０は、縦框５１ａにほぼ
隠れることになる。
【００４０】
　上框５１ｂは、図９に示すように、縦框５１ａと同様に、パネル体５２の上端縁部を挟
持して支持するパネル支持溝５１ｈが形成されており、また、パネル支持溝５１ｈにはキ
ャップ材５２ａが装着されている。このキャップ材５２ａに、パネル体５２の上端縁部を
挿入して、挟持状態とする。そして、上框５１ｂは、笠木ベース４１の上部挟持溝４１ｂ
に挿入され、ビス５１ｊにより笠木ベース４１に固定されている。
【００４１】
　下框５１ｃも、図８に示すように、縦框５１ａなどと同様に、パネル体５２の下端縁部
挟持して支持するパネル支持溝５１ｈが形成されており、このパネル支持溝５１ｈに、キ
ャップ材５２ａが装着されている。そして、このキャップ材５２ａに、パネル体５２の下
端縁部が挿入されて挟持されている。
  また、この下框５１ｃが、前述した外側下枠材３１と内側下枠材３２との間に形成され
た下部挟持溝３６に挿入されて、建物内外方向への移動が規制された状態で保持されてい
る。
【００４２】



(9) JP 6918590 B2 2021.8.11

10

20

30

40

50

　また、パネルユニット５０は、図７および図１２に示すように、手摺ＨＲの延在方向で
あって、上枠４０および下枠３０の延在方向に沿って、複数設けられている。そして、前
記延在方向に沿って隣り合うパネルユニット５０，５０どうしの間に、パネルユニット５
０，５０どうしの間隔を空けることで、バルコニーＢＬの内外の通気を可能とする通気部
８０が設けられている。
【００４３】
　（実施の形態１の作用）
  次に、実施の形態１の作用として、ユニット建物ＵＢにおける手摺ＨＲの構築手順を説
明する。
  すなわち、建築現場において、各建物ユニット１Ａ～１Ｇを結合した後、建物ユニット
１Ａにおいて手摺ＨＲを組み付ける手順を説明する。
【００４４】
　まず、支持フレーム６０の所定の位置に、支柱２０の補強材２１を立設する。この補強
材２１の固定は、Ｌ字状の固定部２１ａを支持フレーム６０に固定することで成される。
なお、補強材２１の下端部は、図５、図８に示すように、アンカーシート２４により覆う
。
  そして、補強材２１に対して支柱化粧材２２を装着する。
【００４５】
　次に、支持フレーム６０の上面に、下枠３０を取り付ける。この下枠３０は、図８に示
すように、外側下枠材３１と内側下枠材３２との二部材で構成されており、外側下枠材３
１を支持フレーム６０の建物外方側に取り付け、内側下枠材３２を外側下枠材３１から建
物内方側に離して支持フレーム６０の建物内方側に取り付けることで、両者３１，３２の
間に、下部挟持溝３６を形成する。
  なお、内側下枠材３２には、支柱２０が配置される箇所に対応して切欠部３２ｃが形成
されており、図４に示すように、支柱２０と干渉することはない。
【００４６】
　次に、パネルユニット５０を、下枠３０に取り付ける。
  すなわち、パネルユニット５０を下枠３０に形成された下部挟持溝３６に対して上方か
ら挿入し、図８に示すように、パネルユニット５０の下端縁部の下框５１ｃを、下部挟持
溝３６に対し、建物内外方から挟持された状態とする。
【００４７】
　また、このようにパネルユニット５０を上方から下部挟持溝３６に向けて移動させる際
には、まず、パネルユニット５０の縦框５１ａの爪嵌合溝５１ｇ，５１ｇを、支柱化粧材
２２の係合爪２２ｄ，２２ｅと嵌め合わせた状態とする。そして、パネルユニット５０を
、縦框５１ａの爪嵌合溝５１ｇ，５１ｇと、支柱化粧材２２の係合爪２２ｄ，２２ｅとが
相対スライドさせるよう支柱化粧材２２に沿って移動させる。
  このように、レール状の係合爪２２ｄ，２２ｅに沿って、長溝状の爪嵌合溝５１ｇ，５
１ｇを移動させるため、パネルユニット５０の上下方向の移動をスムーズに行うことがで
き、施工性に優れる。
  また、パネルユニット５０の下端縁部である下框５１ｃを、下部挟持溝３６に対して挿
入して起立状態とした際に、パネルユニット５０の縦框５１ａが支柱２０の支柱化粧材２
２によって保持されるため、パネルユニット５０の起立状態の姿勢維持を確実に行うこと
ができる。
【００４８】
　また、パネルユニット５０は、隣り合うパネルユニット５０どうしの間には、手摺ＨＲ
の延在方向に間隔を開けた通気部８０を形成して配置する。
  また、この通気部８０の位置では、下部挟持溝３６が上方に開口されるため、この部分
を目板８１（図４参照）により覆う。
【００４９】
　次に、上枠４０を取り付ける。
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  この場合、まず、笠木ベース４１を支柱２０の補強材２１ならびにパネルユニット５０
の上框５１ｂに固定する。
  この笠木ベース４１と補強材２１との固定にあたっては、笠木ベース４１のベース部４
１ａに形成された穴（不図示であり、図１１の補強材２１の外周に沿って形成されている
）に補強材２１の固定用片２１ｃを挿通し、ベース部４１ａから固定用片２１ｃが突き出
た状態とする（１０参照）。
【００５０】
　そして、図９、図１０に示すように、固定用ブラケット４３のベース側固定片４３ａを
、螺子４３ｃにより笠木ベース４１のベース部４１ａに固定し、固定用ブラケット４３の
補強材側固定片４３ｂを補強材２１の固定用片２１ｃに対して、ボルト４３ｄとナット４
３ｅとを締結して固定する。
【００５１】
　また、笠木ベース４１とパネルユニット５０の上框５１ｂとの固定は、まず、図９に示
すように、上框５１ｂが笠木ベース４１の上部挟持溝４１ｂに挿入された状態とする。な
お、この作業は、上述のベース部４１ａの穴（不図示）に補強材２１の固定用片２１ｃを
挿通させる作業と並行して行うものである。
  そして、笠木ベース４１の上方から上框５１ｂに向けてビス５１ｊを差し込んで固定す
る。なお、ビス５１ｊは、ねじ込むことで、先端部が開いて係合状態となるアンカータイ
プのものである。
【００５２】
　次に、笠木ベース４１に手摺笠木４２を装着する。この装着は、手摺笠木４２の笠木側
係合爪４２ａ，４２ｂを、笠木ベース４１のベース側係合爪４１ｃ、４１ｄに係合させる
ことで、固定する。
【００５３】
　以上のようにして形成した手摺ＨＲでは、図４に示すように、支柱２０がパネルユニッ
ト５０の縦框５１ａの裏側（建物内方側）に配置される。このため、建物外方から手摺Ｈ
Ｒを見た際に、縦框５１ａに隠れて外観に現れないため、見た目にすっきりし、支柱２０
が外観に現れるものと比較して意匠性を向上できる。
【００５４】
　また、支柱２０が縦框５１ａに隠れるように、手摺ＨＲの延在方向の幅を抑えた形状と
しているが、帯状の補強材２１を設けることで、剛性を確保できる。
  さらに、補強材２１は、帯状であり、特に、建物内外方向の剛性を確保できる。加えて
、補強材２１は、その上端部が、上枠４０の笠木ベース４１と固定用ブラケット４３を介
して強固に固定され、下端部が固定部２１ａにより支持フレーム６０に固定されているた
め、手摺ＨＲの延在方向への高い剛性を得ることができる。
  また、手摺ＨＲの鉛直方向および延在方向の剛性は、パネルユニット５０により確保す
ることができる。すなわち、パネルユニット５０は、支柱２０の支柱化粧材２２を縦框５
１ａと係合した嵌合部９０を備え、この縦框５１ａは、下枠３０および上枠４０に支持さ
れているため、鉛直方向の剛性を確保することができる。さらに、縦框５１ａは、四周枠
状の框枠体５１を構成しているため、さらに手摺ＨＲの延長方向に高い剛性を得ることが
できる。
【００５５】
　加えて、パネルユニット５０どうしの間に通気部８０を設定しているため、バルコニー
ＢＬの通気性を確保できる。
【００５６】
　以下に実施の形態１の効果を列挙する。
  １）実施の形態１の手摺ＨＲは、
建物躯体としての建物ユニット１Ａに立設された支柱２０と、
建物ユニット１Ａに含まれる支持フレーム６０に固定された下枠３０と、
下枠３０の上方位置に下枠３０と間隔を開けて配置され、建物躯体としての建物ユニット
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１Ｅ、１Ｇと支柱２０とに固定された上枠４０と、
下枠３０と上枠４０とに上下を挟まれ、両枠３０，４０の延在方向に沿って延在された複
数のパネルユニット５０と、
を備え、
下枠３０は、パネルユニット５０の下端部が嵌め込まれた下溝部としての下部挟持溝３６
を有するとともに、上枠４０は、パネルユニット５０の上端部が嵌め込まれた上溝部とし
ての上部挟持溝４１ｂを有し、
支柱２０は、補強材２１を有している手摺とした。
  したがって、支柱２０の補強材２１が、手摺ＨＲの水平方向の剛性に寄与し、パネルユ
ニット５０が手摺ＨＲの鉛直方向の剛性に寄与するため、支柱の大型化を抑えつつ、手摺
ＨＲの剛性確保が可能である。
【００５７】
　２）実施の形態１の手摺ＨＲは、
補強材２１は、金属製の帯材であり、この帯材の幅方向をパネルユニット５０の延在方向
の直交方向に向けるとともに、帯材の厚さ方向をパネルユニット５０の延在方向に向けて
設置されている。
  したがって、手摺ＨＲの建物内外方向の剛性を補強材２１により確保することができる
。また、支柱２０の横幅寸法を抑えて外観品質を高めることができる。特に、本実施の形
態１では、支柱２０を縦框５１ａの裏側に配置し、建物外方からの視線から隠すことが可
能となり、高い意匠性を得ることができる。
【００５８】
　３）実施の形態１の手摺ＨＲは、
補強材２１は、表面メッキ処理鋼である。
  したがって、補強材や支柱として中空鋼を用いるものと比較して、錆のリスクを軽減で
きる。
【００５９】
　４）実施の形態１の手摺ＨＲは、
補強材２１は、支柱化粧材２２に覆われている。
  したがって、外観品質を向上できる。特に、実施の形態１のように、補強材２１を帯材
により形成したものでは、外観品質向上効果が高い。
【００６０】
　５）実施の形態１の手摺ＨＲは、
補強材２１は、上部が上枠４０の笠木ベース４１と固定されている。
  したがって、補強材２１と上枠４０との結合により、さらに手摺ＨＲの剛性向上を図る
ことができる。
【００６１】
　６）実施の形態１の手摺ＨＲは、
上枠４０は、長板状の笠木ベース４１と、この笠木ベース４１を覆う手摺笠木４２とを備
え、
補強材２１は、笠木ベース４１を貫通して笠木ベース４１の上側に突出した固定用片２１
ｃを備え、この固定用片２１ｃと笠木ベース４１とが固定用ブラケット４３を介して固定
され、
手摺笠木４２は、固定用片２１ｃおよび固定用ブラケット４３を含んで、笠木ベース４１
を覆っている。
  したがって、補強材２１と上枠４０とを強固に固定可能であるとともに、この固定構造
部分を手摺笠木４２により覆い隠すことで、高い外観品質を得ることができる。
【００６２】
　７）実施の形態１の手摺ＨＲは、
補強材２１は、下部に建物躯体としての支持フレーム６０との固定部２１ａを有する。
  したがって、補強材２１と支持フレーム６０との結合強度が高く、手摺ＨＲの剛性向上
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を図ることができる。
【００６３】
　８）実施の形態１の手摺ＨＲは、
上枠４０は、建物躯体としての建物ユニット１Ｅ、１Ｇと支柱２０とに固定用ブラケット
４３を介して固定されている。
  したがって、上枠４０と建物ユニット１Ｅ、１Ｇと支柱２０との結合強度を確保して、
手摺ＨＲの剛性をさらに向上させることができる。
【００６４】
　９）実施の形態１の手摺ＨＲは、
パネルユニット５０は、上框５１ｂおよび下框５１ｃと、左右の縦框５１ａ，５１ａを四
周に組んだ框枠体５１の内周にパネル体５２が装着されている。
  したがって、パネルユニット５０は、パネル体５２の四周に框枠体５１を備えるため、
框枠体５１を備えないものと比較して、剛性を確保することができる。これにより、手摺
ＨＲの剛性も確保することができる。
  すなわち、実施の形態１の支柱２０の剛性は、帯状の補強材２１により確保している。
このため、手摺ＨＲの建物内外方向の剛性は、十分に確保できるが、筒状や厚みを有した
板状材と比較して、鉛直方向の剛性の確保が難しくなる。それに対し、パネルユニット５
０の框枠体５１を有しているため、手摺ＨＲの鉛直方向の荷重に対する剛性を、パネルユ
ニット５０が負担し十分な剛性を確保することが可能である。
【００６５】
　１０）実施の形態１の手摺ＨＲは、
パネル体５２は、ガラスパネルである。
  したがって、バルコニーＢＬの明るさを確保できるとともに、防犯性を高めることがで
きる。また、パネル体を樹脂製の板などで形成する場合と比較して、パネルユニット５０
の剛性を確保でき、さらに、これにより手摺ＨＲの剛性も確保することができる。
【００６６】
　１１）実施の形態１のユニット建物ＵＢは、
上記１）～１０）に記載の効果を備えた手摺ＨＲを有する。
【００６７】
　以上、実施の形態の手摺および建物について説明したが、本開示の手摺および建物は、
本実施の形態に限定されるものではなく、本開示の要旨を変更しない範囲で適宜変更が可
能である。
  例えば、実施の形態では、建物として２階建てのユニット建物のバルコニーに設けた手
摺を例示したが、建物の階数および手摺を設ける階数は、これに限定されず、建物として
は、１階建、３階建以上の多層階の建物に適用してもよい。また、手摺およびバルコニー
を設ける階数も、１階および３階以上に設けてもよい。また、手摺を設ける建物の構造と
して、複数の建物ユニットを有する建物を示したが、手摺を適用する建物としては、ユニ
ット化されていない建物に適用することも可能である。
【００６８】
　また、実施の形態では、支柱を縦框の裏側に配置した例を示したが、これに限定されな
い。すなわち、パネルユニットが、例えば、パネルユニットの中間部に縦桟を有する構成
において、この縦桟の裏側に支柱を配置してもよい。この場合も、実施の形態と同様に、
意匠性の向上を図ることが可能である。
【００６９】
　また、パネルユニットとして、上框、下框、縦框によりパネル材の四周を囲む框枠体を
備えたものを示したが、これに限定されない。例えば、パネルユニットは、パネル体の両
側方縁部および上縁部に縦框および上框を設けた框枠体を備えた構造としてもよい。さら
に、この場合、縦框のみを下縁に固定し、パネル体の下縁部は、下縁から離した構成とし
てもよい。このような構造であっても、框枠体は、手摺の鉛直方向の剛性に寄与し、必要
な剛性を確保することが可能である。
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【００７０】
　さらに、実施の形態では、パネル体としてガラス板を示したが、これに限定されない。
例えば、パネル体として透光性を有したポリカーボネート、アクリルなどの樹脂を用いて
もよいし、透光性を有しない金属製、木製、樹脂製、その他の板材を用いてもよい。また
、框枠体として金属製のものを示したが、樹脂などの他の素材により形成されたものを用
いてもよい。
  また、実施の形態では、パネルユニットを複数設け、隣り合うパネルユニットの間に通
気部を設けた構成としたがこれに限定されず、パネルユニットを全体的に一体に形成して
もよい。例えば、上框、下框を、パネルユニットの配置する全長に亘って一体に形成し、
その必要箇所に縦桟を立設し、縦桟の間にパネル体を設けてもよい。この場合、通気部を
設けなくてもよいし、あるいは、縦桟どうしの間に、通気部を設けてもよい。
【００７１】
　実施の形態では、下枠は、建物躯体としての建物ユニットの支持フレームに固定し、支
柱には樹脂キャップを当接させただけの構造としたが、下枠を支柱に、ブラケットなどを
介して固定してもよい。この場合、下枠を支柱のみに固定してもよいし、建物躯体と支柱
との両方に固定してもよい。
  また、実施の形態では、下枠に下溝部を形成するのにあたり、下枠を外側下枠材と内側
下枠材との２部材の間に形成したが、上枠の笠木ベースと同様に、一部材に溝を形成して
もよい。逆に、上枠の上溝部を二部材の間に形成してもよい。
  さらに、実施の形態では、支柱の補強材に、メッキ処理を施した例を示したが、これに
限定されず、補強材にステンレス鋼を用いてもよい。
【符号の説明】
【００７２】
１Ａ   建物ユニット（建物躯体）
２０   支柱
２１   補強材
２１ａ 固定部
２１ｃ 固定用片
２２   支柱化粧材
２２ａ，２２ｂ       側片
２２ｃ 連結片
２２ｄ，２２ｅ       嵌合爪
２３   支柱固定金具
２４   アンカーシート
３０   下枠
３６   下部挟持溝（下溝部）
４０   上枠
４１   笠木ベース
４１ｂ 上部挟持溝（上溝部）
４２   手摺笠木
４３   固定用ブラケット
５０   パネルユニット
５１   框枠体
５１ａ 縦框
５１ｂ 上框
５１ｃ 下框
５２   パネル体
６０   支持フレーム（建物躯体）
ＢＬ   バルコニー
ＨＲ   手摺
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ＵＢ   ユニット建物（建物）
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